
産業建設常任委員会  
 

日 時  令和２年５月２６日（火）午前１０時００分～  

場 所  全員協議会室  

 

 

１ 開議 

 

２ 案件 

（１）上下水道部庁舎の整備について 

（上下水道部行政報告） 

（２）新型コロナウイルス感染症の影響に係る地域の現状について 

（産業観光部行政報告） 

（３）新型コロナウイルス感染症に係る市の迅速な対策を求める緊急提

言書（案）について 

 

３ その他  

























２議      号 
令和２年５月２６日 
 

⻲岡市⻑ 桂川 孝裕 様 
                         ⻲岡市議会産業建設常任委員会 
                              委員⻑ 菱⽥ 光紀 
 

新型コロナウイルス感染症に係る市の迅速な対策を求める緊急提言書（案） 

 

平素より貴職及び執行部各位におかれては、市勢発展の為のご尽力に対し、心からの敬意
を表する。とりわけ、新型コロナウイルス感染症対策のため、初期の素早い対応に関し、改
めて敬意を表するところである。 

さて、ご承知のとおり、新型コロナウイルス感染症発生に伴う市内経済への悪影響は、日
に日に深刻化を増している。緊急事態宣言が４月１７日に出されてから１カ月以上経過し、
漸く京都府内の宣言解除がされたものの、まだまだ、感染収束までの道のりも見えず、第２
波、第３波に向けての備えも必要な時期となっている。このような中にあって、本市産業、
とりわけ中小・小規模事業者にとってこの打撃は死活問題である。 

特に、本市の状況を見ると、建設業においては一部資材の不足、飲食店並びに食料品製造
業においても、イベント等の中止による売上の減少、農林業では労働力不足など、市内事業
者への一部聞き取り調査から浮き彫りとなったものの全体像が把握しきれていない状況に
ある。 

こう言った状況に鑑み、産業建設常任委員会として、一日も早い市内経済の回復を願うこ
とから、本市独自の迅速かつ大胆な経済対策の実施を求め、下記の通り提言する。 
 
 

記 
 
 
 （１）現状把握並びに情報発信及び啓発に関すること 
   ア）各種事業所、個店、商店街等の正確な実態把握のための調査・分析を早急に実施

し、市内経済の早期回復に向け的確で大胆な施策を実行すること。 
   イ）経営・融資に関するワンストップ相談窓口を設置することはもとより、事業者等

が相談しやすい相談体制を確立し、市内金融機関との協力体制の整備を強く求
める。また、当該窓口を設置する際には、市内に複数箇所設け、感染拡大リスク



を最小限に留めること。 
   ウ）新型コロナウイルス感染症のリスクを負いながらも業務を継続している事業者

に、感謝の思いを行動で示すために、店舗等の積極的な宣伝活動を行うこと。 
   エ）経済の活性化に向けて職員は率先して協力し、市内消費の向上を着実に進めるこ

と。 
 

（２）事業継続に向けた資金等の支援に関すること 
   ア）今年度の事業予算を削減し、新たに本市独自の給付金を検討すること。 
   イ）各種申請書類や⼿続きの要綱は、市⺠が理解しやすいように配慮すること。 
   ウ）出前でうちメシ応援キャンペーン以外に、飲食店・小売業者に対して、更に新し

いアイデアで観光施策の充実やテイクアウトの事業展開等、⼿厚い制度を実施
すること。 

 
 （３）雇用に関すること 
   ア）雇用状況の悪化により、雇止めされた人などに職業を斡旋できるよう、ハローワ

ークとの連携を強化すること。 
   イ）市内在住の大学生、外国人労働者の就労状況を独自に把握し、大学生にあっては

学業の継続、外国人労働者にあっては生活困窮に陥らないよう適切に対処する
こと。 

   ウ）雇い止などにより収入確保が困難な人に対し、収入確保のため、農繁期の農場等
へ短期就労の場を求めるなど本市ならではの支援を創設すること。 

 
以上 

 
 
 


